
広瀬城の畝状空堀群とセットで設けられ
た防御ラインは、当時の最新技術を導入

して構築されたものであり、飛騨中世城郭の頂
点を示すものである。防御ラインは長さ４３０㍍
にわたって構築された巨大なものであり、広瀬
城は飛騨中世城郭群の最終到達点の城郭で、大
規模な畝状空堀群や堀切が良好な状態で残って
いる。国の史跡に指定されることが待ち望まれ
ているが、指定申請の現状は。

文化庁の調
査官に現地

確認をしていただ
き、その価値を再
評価いただいた。
早期の国史跡指定
に向けて取り組み
を進める。

高山厚生連の担うべき役割は、具体的に
どのようにしたらよいのか。財源はどうす

るのか。医療の責任は県にあるが、介護保険は
市にある。その混合型として役割を担ってきた
高山厚生病院・療養型医療施設の今後について、
高山市の見解は。

法改正により新たな介護保険施設として
定義された「介護医療院」の機能が、この

地域にも必要ではないかというご意見もいただ
いており、市としてはこのような現状を踏まえて、
関係する市村と
連名で厚生連
に対して介護医
療院への転換に
ついて要望して
いるところであ
る。

令和４年9月に再び崩落して全面交通止め
が続く「乗鞍スカイライン」復旧の状況と、

１車線確保した早期仮復旧への方向性は。また
観光への影響と対応は。

県は、対策検討会で自然災害との見解を
示し工法など復旧計画を進めている。地

域の観光を支える重要な道路であり、人や自転
車を含め、片側交互通行による開通も視野に入
れ可能な限り早期復旧が出来る工法を選定する
としている。市は、国、県への１日も早い復旧
の要望やバックアップをする。観光への影響は
大きく、受け入
れ環境の整備や
プロモーション
など、状況を見
据えながら取り
組む。

指定避難所では、炊き出しや非常食の提
供によって、食物アレルギー疾患を持つ人

（特に子ども）への周囲の理解不足によって、ア
レルゲン成分のある食物を食べてトラブルが発
生することがある。市では、運営責任者への周
知や啓発、対応をどう進めてきたのか。

避難所運営マニュアルに基づき講習会を
開催しているが、マニュアルでは、食物

アレルギー対応について、まだ十分な内容になっ
ておらず、特に子ど
もを持つ方について
は重要と認識してい
る。具体的な内容を
記載し適正な配慮が
できるよう取り組む。
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